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生鮮市場TOP川越店

生きがいと 地域のニーズを 結びます

毎週木曜日は就業相談会

おもな内容会員数の動き

●発注者アンケート　…………………… ２

●普及啓発促進月間　…………………… ３

●女性活躍推進委員会　………………… ４

●安全就業　……………………………… ５

●十若会の体験教室　…………………… ６

●就業情報など　………………………… ７

●みんなのひろば　……………………… ８



問1 川越市シルバー人材センターを知った
きっかけはなんですか? （複数回答）

①市広報 ②知人等の紹介 ③ホームページ ④その他
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問3 就業者（全員）の仕事の出来栄え
はどうでしょうか？

①満足 ②普通 ③不満
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問5 川越市シルバー人材センター事務局
の対応はどうでしょうか？

①良い ②普通 ③悪い
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問7 シルバー事業形態として、請負事業・派遣事業・
職業紹介事業を展開（実施）していますが、気に
なる又は活用したい事業がありますか？（複数回答）

①請負事業 ②派遣事業 ③職業紹介事業④わからない
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問2 川越市シルバー人材センターにした
理由をお聞かせください。 （複数回答）

①公益法人で
　信頼できる

②市内高齢者
　の支援

③仕事が丁寧 ④利用料金が
　安い

⑤その他
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問4 就業者（全員）のマナー、態度、言
葉遣いはどうでしょうか？

①良い ②普通 ③悪い
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今後もシルバー人材センター
を利用したいと思いますか?

問6

①する ②どちらとも言えない
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中
期
５
ヵ
年
計
画
（
2
0
1
6

年
度
〜
2
0
2
0
年
度
）
も
折

り
返
し
の
時
期
と
な
り
、
会
員
の

増
強
、
就
業
機
会
の
拡
大
と
未
就

業
者
の
解
消
な
ど
を
目
標
に
掲

げ
、
よ
り
信
頼
さ
れ
る
組
織
体
制

の
構
築
を
目
指
し
取
組
ん
で
い
ま

す
。実
施
計
画
の
進
捗
を
踏
ま
え
、

今
般
７
項
目
に
わ
た
り
発
注
者
満

足
度
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た

（
回
収
率
64
・
5
％
、
1
2
9
件
）。

結
果
は
お
お
む
ね
好
評
を
得
ら
れ

ま
し
た
。
就
業
者
の
仕
事
の
出
来

栄
え
、
マ
ナ
ー
・
態
度
・
言
葉
遣

い
は
平
均
以
上
の
評
価
を
い
た
だ

き
、
９
割
以
上
の
方
々
が
リ
ピ
ー

ト
発
注
を
い
た
だ
け
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
挨
拶
が

出
来
て
い
な
い
、
お
客
様
と
口
論

と
な
り
不
愉
快
な
思
い
を
し
た
と

の
厳
し
い
ご
意
見
、
人
に
よ
っ
て

出
来
栄
え
の
違
い
が
あ
る
旨
の
ご

指
摘
が
あ
り
、
安
易
な
言
動
が
誤

解
を
招
く
事
も
あ
り
、
課
題
が
見

え
て
き
ま
し
た
。

　

仕
事
別
グ
ル
ー
プ
運
営
、
適
正

就
業
の
研
修
を
通
じ
、
ま
た
、
接

遇
能
力
向
上
に
よ
り
苦
情
、
ク

レ
ー
ム
を
減
ら
し
セ
ン
タ
ー
会
員

と
一
体
と
な
っ
て
セ
ン
タ
ー
事
業

の
信
頼
感
の
醸
成
を
図
る
事
が
重

要
で
あ
る
と
知
る
こ
と
が
出
来
、

大
き
な
成
果
で
あ
り
ま
し
た
。

　

回
答
結
果
は
グ
ラ
フ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

（
就
業
対
策
委
員
会　

小
室
）

公
共

民
間

植
木

除
草

襖
等

不
明

　

出
張
就
業
相
談
会
も
２
年
目
に

入
り
、
徐
々
に
定
着
し
、
就
業
に

結
び
つ
け
て
い
る
方
も
お
り
ま

す
。
８
月
29
日
（
水
）
東
部
地
域

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
９
月
11
日

（
火
）
農
業
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
相
談
者
数

は
合
計
18
名
で
し
た
。
南
古
谷
地

区
、
芳
野
・
古
谷
地
区
の
地
区

長
、
班
長
さ
ん
や
多
く
の
関
係
者

の
ご
協
力
で
、
密
度
の
濃
い
熱
心

な
相
談
会
と
な
り
ま
し
た
。
未
就

業
会
員
の
皆
様
に
前
職
の
経
験
を

リ
セ
ッ
ト
し
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
気
持
ち
を
持
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
回
は
、
北
・
山
田
地
区
の
皆

様
へ
、『
北
部
地
域
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
』
で
開
催
。

第
3
回
『
出
張
就
業
相
談
会
』

日
時　

平
成
30
年
12
月
12
日（
水
）

９
時
〜
11
時
30
分

場
所　

北
部
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
会
議
室

※
ま
ず
は
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
『
仕
事
別
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
』
の
お
知
ら
せ

よ
り
信
頼
さ
れ
る
た
め
に

発
注
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

２
ヵ
所
で
就
業
相
談
会

日
時　

平
成
30
年
11
月
６
日（
火
）

　
　
　

13
時
30
分
〜

場
所　

セ
ン
タ
ー
会
議
室

仕
事
別
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
研
修
会
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平
成
30
年
６
月
21
日
開
催
の
全

国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

協
会
定
時
総
会
に
お
い
て
、「『
生

涯
現
役
社
会
』
を
実
現
す
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
決
意
と
支

援
の
要
望
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
少

子
高
齢
化
が
進
み
人
口
が
減
少
し

て
い
る
中
で
、
成
長
力
を
確
保
し

　

人
と
つ
な
が
り
、
仕
事
と
つ
な

が
る
、そ
し
て
地
域
と
つ
な
が
り
、

生
き
が
い
へ
と
つ
な
が
る
。
人
材

セ
ン
タ
ー
は
健
康
で
、
働
く
意
欲

が
あ
り
、
社
会
の
た
め
に
役
立
ち

た
い
と
い
う
人
の
集
ま
り
で
す
。

　

一
方
、
定
年
制
の
延
長
な
ど
の

理
由
に
よ
り
全
国
の
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
当
セ
ン
タ
ー
も
同
様
に
低
迷

し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
知
識
や

経
験
及
び
能
力
を
生
か
し
、
地
域

社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
た
め
に

も
会
員
の
増
強
は
急
務
で
あ
り
ま

す
。

　

中
期
５
ヵ
年
計
画
の
柱
に
「
会

員
増
強
」
を
据
え
普
及
啓
発
活
動

10
月
は
普
及
啓
発
促
進
月
間

市
長
・
議
長
へ
支
援
要
請

を
推
進
し
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知

お
き
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
今
後

も
市
の
広
報
紙
掲
載
を
始
め
、
公

共
機
関
、施
設
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
、

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を
は

じ
め
と
し
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
等
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
筆
す
べ
き
は
新
入
会
員
の
入

会
動
機
で
す
。
常
に
そ
の
上
位
を

占
め
て
い
る
の
が
会
員
の
皆
様
の

声
か
け
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
存

在
を
知
ら
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い

る
と
い
う
こ
と
、
知
っ
て
い
て
も

入
会
に
必
要
な
手
続
き
等
で
迷
っ

て
い
る
人
が
多
い
こ
と
、
人
材
セ

ン
タ
ー
の
場
所
が
わ
か
り
づ
ら

く
、
交
通
の
便
が
良
く
な
い
等
で

す
。

　

不
案
内
・
不
便
の
対
策
と
し
て
、

11
月
８
日
（
木
）
に
ウ
ェ
ス
タ
川

越
（
南
公
民
館
）
に
お
い
て
、
初

め
て
の
出
張
入
会
説
明
会
を
実
施

し
ま
す
。
未
入
会
の
方
の
背
中
を

軽
く
押
す
こ
と
で
、
入
会
申
込
み

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

（
広
報
委
員
会　

佐
々
木
）

て
い
く
た
め
に
、
働
く
意
欲
と
能

力
の
あ
る
す
べ
て
の
高
齢
者
が
年

齢
に
か
か
わ
り
な
く
活
躍
し
続
け

る
事
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

く
る
事
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
へ
の
支
援
を
行
政
機

関
に
要
請
す
る
決
議
文
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
も
、
こ
の
決
議
文

を
７
月
13
日
（
金
）
に
川
越
市
長

並
び
に
市
議
会
議
長
へ
直
接
お
渡

し
し
て
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

し
た
。

（
総
務
委
員
会　

荻
島
）

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

10
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）

産
業
フ
ェ
ス
タ

　

今
年
の
産
業
フ
ェ
ス
タ
は
11

月
10
日
（
土
）、
11
日
（
日
）
の

２
日
間
ウ
ェ
ス
タ
川
越
交
流
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

市
内
外
の
会
社
や
団
体
が
多
数

出
展
し
、
販
売
や
イ
ベ
ン
ト
を

行
う
も
の
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
も
毎
年
出
展
し
、

各
種
チ
ラ
シ
の
配
布
や
相
談

コ
ー
ナ
ー
、
十
若
会
の
作
品
販

売
を
設
け
、
シ
ル
バ
ー
事
業
を

大
勢
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
く

普
及
活
動
を
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

毎
回
好
評
の
作
品
展
示
を
は
じ

め
、
野
菜
の
販
売
、
囲
碁
体
験
教
室
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
の
無
料
配
布
な
ど
楽
し
み
な
企
画

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
の
ひ
と
時
を
交
流
サ
ロ

ン
で
温
か
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
作
品
出
展
者
と
の
ふ
れ
あ
い
や

楽
し
い
語
ら
い
も
い
い
で
す
ね
。

一人一声運動
皆の力で仲間を 
増やそう

川合市長に支援要請

小野澤議長に支援要請
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地
区
長
会
議
開
催

　

本
年
４
月
に
立
ち
上
げ
た
新
組
織
も
早
や

５
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
女
性
会
員
の
増
強

や
就
業
機
会
の
拡
大
を
念
頭
に
、
潜
在
能
力

の
高
い
女
性
の
活
躍
を
更
に
生
か
し
、
長
年

の
経
験
と
生
活
力
が
生
き
る
仕
事
の
開
拓
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
７
名
の
構
成
委
員
で
、
次
の
よ
う

な
事
項
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

●
女
性
会
員
の
入
会
促
進
に
関
す
る
こ
と

●
女
性
会
員
の
就
業
機
会
の
拡
大
に
関
す
る

こ
と

●
女
性
会
員
の
能
力
開
発
（
技
能
等
）
に
関

す
る
こ
と

●
女
性
交
流
会
な
ど
の
企
画
・
運
営
に
関
す

る
こ
と

　

平
成
30
年
度
入
会
５
年
次
研
修

会
が
９
月
27
日
（
木
）
午
後
１
時

30
分
よ
り
や
ま
ぶ
き
会
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
の
目
的
は
、
入
会

後
５
年
を
経
て
セ
ン
タ
ー
会
員
と

し
て
の
必
要
な
知
識（
就
業
規
約
、

適
正
就
業
基
準
等
）
を
再
確
認
し

て
い
た
だ
く
こ
と
、
ま
た
、
入
会

時
に
申
込
書
に
記
載
い
た
だ
い
た

　

平
成
30
年
度
第
１
回
地
区
長
会

議
が
10
月
５
日
（
金
）
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他
、
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
こ
と

　

毎
回
い
ろ
ん
な
意
見
が
活
発
に
飛
び
交

い
、
事
務
局
と
も
情
報
交
換
等
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
生
活
支
援
や
子
育
て
支
援
の

ニ
ー
ズ
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
絞
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
川
越

市
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、
今

回
、
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
と
社
会
福

祉
協
議
会
の
方
の
お
話
し
を
聞
く
機
会
を
も

て
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
し
た
。

●
川
越
市
の
高
齢
者
を
取
り
巻
く
状
況
が
非

常
に
大
変
な
中
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
が
如
何
に
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る

か
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
女

内
容
を
基
に
就
業
紹
介
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
若
い
時
と
違
い
60
歳

以
上
と
な
り
ま
す
と
５
年
の
経
過

に
よ
り
申
込
み
時
の
記
載
内
容
に

変
更
が
生
じ
て
い
る
方
も
お
り
ま

す
の
で
、
入
会
時
以
降
の
変
更
内

容
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少

し
で
も
就
業
に
結
び
つ
け
た
い
狙

い
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
対
象
会
員
数
２
９
８

５年次研修会

刈払機取扱い講習会

女
性
活
躍
推
進
委
員
会
が
始
動

日時　平成30年11月28日（水）
　　　午後９時00分～午後５時00分
会場　川越市シルバー人材センター

性
の
就
業
を
増
し
つ
つ
貢
献
で
き
る
か
。

●
地
域
の
生
活
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
る

う
え
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
必
要
性
。

　

等
々
ま
だ
ま
だ
学
習
す
べ
き
点
が
出
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
が
気
軽
に
寄
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
の
カ
フ
ェ
も
是
非
実
現
さ
せ
て

い
き
た
い
と
い
う
要
望
も
あ
り
、
難
題
も
た

く
さ
ん
あ
る
中
、
意
欲
と
希
望
を
も
っ
て
、

今
後
の
活
動
に
生
か
し
、
会
員
の
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
健
康
で
自
立
で
き
る
こ
と
が
第
一

で
、
シ
ル
バ
ー
の
会
員
で
働
い
て
い
る
こ
と

自
体
が
介
護
予
防
で
あ
り
、
長
生
き
の
秘
訣

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
女
性
活
躍
推
進
委
員
会　

内
田
）

名
中
１
２
９
名
の
出
席
で
し
た
。

今
回
研
修
対
象
者
で
就
業
と
重
な

る
な
ど
の
理
由
で
欠
席
さ
れ
た
方

は
来
年
実
施
す
る
研
修
会
に
出
席

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

後
も
毎
年
継
続
し
て
実
施
し
ま
す

の
で
、
対
象
と
な
る
会
員
の
皆
様

は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

第
１
会
議
室
に
お
い
て
、
各
地
区

の
地
区
長
並
び
に
地
区
担
当
理
事

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
芦
沢
理
事
長
の
挨
拶

に
続
い
て
、
平
成
30
年
度
上
期
の

事
業
実
施
状
況
を
宮
下
事
務
局
長

が
報
告
し
た
後
、
毎
年
２
月
に
開

催
す
る
「
平
成
30
年
度
地
区
会
議

の
開
催
」
に
つ
い
て
、
今
年
度
の

共
通
の
テ
ー
マ
や
開
催
に
向
け
て

の
班
長
会
議
の
持
ち
方
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
年
度
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
や
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
等
の
セ
ン
タ
ー
事
業
へ

の
協
力
要
請
を
お
願
い
し
、
質
疑

応
答
を
経
て
会
議
は
終
了
し
ま
し

た
。　
　
（
総
務
委
員
会　

荻
島
）

５
年
次
研
修
会
開
く

参加者募集
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大
会
宣
言

食
中
毒
予
防
講
座

　

８
月
20
日
（
月
）
第
２
回
安
全

管
理
講
習
会
「
食
中
毒
の
予
防
講

座
」
が
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

川
越
市
保
健
所
食
品
環
境
衛
生

課
の
山
崎
有
美
講
師
を
お
招
き
し

　

①
食
中
毒
発
生
状
況

　

②
食
中
毒
事
例

　

③
食
中
毒
予
防
に
つ
い
て

　

配
布
資
料
に
基
づ
い
た
説
明
が

あ
り
、
最
後
に
ウ
イ
ル
ス
等
、
感

染
予
防
の
基
本
と
な
る
手
洗
い
の

実
技
講
習
を
行
い
、
実
践
的
で
、

大
変
有
意
義
な
講
座
で
し
た
。

安全巡回

　

７
月
20
日
（
金
）
埼
玉
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
安
全
就

業
推
進
大
会
に
参
加
。
会
員
事
故

状
況
報
告
や
草
加
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
安
全
就
業
の

取
組
み
の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
次
に
参
加
者
全
員
で
フ
レ
イ

ル
（
年
齢
と
共
に
心
身
機
能
・
生

活
機
能
・
社
会
的
機
能
が
低
下
し

要
介
護
状
態
に
近
づ
く
こ
と
）
予

防
体
操
の
実
演
を
行
い
、
そ
の
後

三
脚
の
安
全
な
取
扱
い
と
作
業
現

場
で
の
注
意
事
項
等
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
会
宣
言
を
採
択
し
ま

し
た
。

傷
害
・
賠
償

事
故
が
多
発

　

平
成
30
年
度
上
半
期
で
既
に

18
件
の
傷
害
・
賠
償
事
故
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も

就
業
先
へ
の
往
復
途
上
時
の
自

転
車
傷
害
事
故
が
増
加
し
て
お

り
ま
す
（
詳
細
は
添
付
の
チ
ラ

シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。

　

会
員
各
位
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
こ
れ
以
上
の
傷

害
・
賠
償
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
、
よ
り
一
層
、
安
全
就
業

に
取
組
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

自
転
車
乗
り
方
講
習
会

意識を高め安全就業を
県連合の安全大会に参加

●会員の健康管理の徹底
●安全・適正就業基準等の遵守
●交通ルールの遵守と交通マナー
の実践
●会員同志の声かけ運動の実施
●安全委員会の活性化

　

４
ヵ
所
の
就
業
現
場
へ
訪
問
し

就
業
者
の
皆
様
の
安
全
意
識
と
安

全
就
業
の
実
践
等
を
「
安
全
就
業

確
認
表
」
を
も
と
に
作
業
現
場
の

安
全
可
否
確
認
と
聴
取
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
実
態
把
握
を
行
い
ま

し
た
。　
（
安
全
委
員
会　

藤
原
）

区分 平成29年度 平成30年度 増減

傷害 7件 14 件 ＋ 7件

賠償 3件 4件 ＋ 1件

計 10 件 18 件 ＋ 8件

日
時　
　

平
成
30
年
11
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

会
場　
　

川
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

講
師　
　

川
越
警
察
署　

交
通
安
全
教
育
講
師

平成30年度
上半期の 事故状況

安
全
巡
回
を
実
施

　

８
月
30
日
（
木
）
安
全
委
員
２

班
６
名
で
安
全
巡
回
を
行
い
ま
し

た
。

　

第
１
班　

①
植
木
班
個
人
宅

　
　
　
　
　

② 

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
川

越
南
店
洗
車
業
務

　

第
２
班　

① 

資
源
化
セ
ン
タ
ー

構
内
の
除
草
作
業

　
　
　
　
　

② 

総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
オ
ア
シ
ス
館

内
清
掃
業
務
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同
好
会
が
情
報
交
換

　

当
セ
ン
タ
ー
は
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
と

は
子
ど
も
た
ち
を
不
審
者
等
か
ら
守
り
、
緊
急
に

避
難
で
き
る
場
所
と
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
目
的
で
、

自
治
会
な
ど
を
中
心
に
設
置
さ
れ
て
い
る
一
時
的

な
避
難
場
所
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
も
地

域
社
会
へ
の
貢
献
の

一
環
と
し
て
こ
の
よ

う
な
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
「
親
子
で
作
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ケ
ー
ス
」
の
体
験
教
室
が
８
月
21

日
（
火
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
２
回
目
の
開
催
で

し
た
が
、
親
子
２
組
を
含
む
、
18

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ミ
シ
ン
を
初
め
て
使
う
人
や
、

小
物
作
り
大
好
き
な
ベ
テ
ラ
ン
さ

ん
達
も
含
め
て
約
３
時
間
で
素
敵

な
「
マ
イ
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ケ
ー

ス
」
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

特
に
小
学
生
の
お
子
さ
ん
が
目

を
輝
か
せ
て
ミ
シ
ン
を
踏
ん
で
い

た
の
が
印
象
的
で
す
。「
夏
休
み

　

第
28
回
小
江
戸
川
越
花
火
大

会
が
８
月
25
日
（
土
）
安
比
奈

親
水
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
当

日
、
会
場

内
で
は
ゴ

ミ
の
仕
分
け
や
回
収
業
務
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
翌

朝
は
50
名
を
超
え
る
会
員
が
参

　

当
セ
ン
タ
ー
の
同
好
会
（
歴
史

探
訪
・
カ
ラ
オ
ケ
・
ゴ
ル
フ
・
詩
吟
・

尺
八
・
歌
と
楽
器
・
写
真
・
ボ
ウ

リ
ン
グ
）
の
世
話
人
の
方
々
が
一
同

に
会
し
、
活
動
状
況
の
報
告
や
課

題
へ
の
取
り
組
み
な
ど
の
意
見
交
換

を
行
う
情
報
交
換
会
が
、
９
月
13

日
（
木
）
に
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
同
好
会
に
は
約
１
２
５

名
の
会
員
が
所
属
し
活
動
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
会
員
の
交
流
を
ま

す
ま
す
深
め
る
た
め
に
活
動
を
よ

り
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
話
し
合

い
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
好
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
各
同
好
会
の
案
内

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
下
記
の
世
話
人
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。（
電
話
は
か
け
間
違

同好会世話人名簿
同好会名 氏　　名 電話番号 同好会名 氏　　名 電話番号

歴史探訪 関口　寛 （243）8792 尺　八 中里千之 （246）9062

カラオケ 江田一夫 （244）0589 歌と楽器 大野　勇 （224）4736

ゴルフ 福井達也 （225）6130 写　真 末次　豊 （245）1887

詩吟
（琥畔流） 早藤順二 （232）8001 ボウリング 角本久和 070（6405）8209

地域社会への貢献
「こども110番の家」

加
し
、
一
斉
に
開
催
後
の
大
会

会
場
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
今
年
も

無
事
に
花

火
大
会
を

終
え
る
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

　

就
業
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
お

疲
れ
様
で
し
た
。

の
宿
題
で
学
校
に
提
出
す
る
」
と

楽
し
そ
う
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、前
回
大
好
評
だ
っ
た
「
川

越
唐
棧
の
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
」
作
り

を
行
い
ま
す
の
で
多
数
の
ご
参
加

い
の
な
い
よ
う
、
ま
た
朝
晩
は
避

け
て
く
だ
さ
い
）

（
総
務
委
員
会　

荻
島
）

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

12
月
６
日
（
木
）

　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時
30
分

場
所
・
申
込
み　

川
越
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

花
火
大
会
の
清
掃

十
若
会
の
体
験
教
室
川
越
唐
棧
で
作
る

カ
ー
ド
ケ
ー
ス

ペットボトルケースの体験教室
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●
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
に
て
。

●
別
添
「
就
業
情
報
一
覧
」
に
て
。

　

来
る
平
成
30
年
12
月
31
日
で
就
業
満
了
会
員
の
で
る
業
務
に
つ
い

て
、
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

１　

募
集
業
務 
※
詳
細
は
添
付「
就
業
情
報
一
覧
」を
参
照

２　

募
集
期
間 
10
月
29
日（
月
）〜
11
月
２
日（
金
）ま
で

３　

面
談
日 

平
成
30
年
11
月
16
日（
金
）

４　

採
否
通
知 

11
月
末
頃

５　

就
業
開
始 

平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
の
就
業
予
定
日
か
ら

６　

応
募
方
法 

 

セ
ン
タ
ー
内
に
詳
し
い
業
務
内
容
・
人
員
・
就
業

場
所
を
表
示
し
ま
す
。
希
望
者
は
内
容
を
確
認
し

て
、
事
務
所
に
あ
る
応
募
用
紙
に
記
入
し
就
業
相

談
コ
ー
ナ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
に
際
し
、
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
９
時
〜
16
時
）
を
設
け
ま

す
の
で
、
不
明
な
点
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

毎
週
木
曜
日
（
９
時
〜
11
時
30
分
）
に
、就
業
相
談
会
を
セ
ン
タ
ー

の
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

就
業
対
策
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
緊
急
に
欠
員
が
出
た
場
合

　
　

①
募
集
掲
示
板
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　
　

②
応
募
者
の
中
か
ら
、
面
接
で
決
定
し
ま
す
。

募
集

　
公
共
的
業
務

募
集

　
民
間
業
務

制
服
に
つ
い
て

配分金支払日
籾
山
勝
英
様 

（　

西　

２
班
）

園
田
敏
文
様 

（
高  

階
9
班
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

訃　

報

 

出
張
入
会
説
明
会

日
時 

平
成
30
年
11
月
８
日（
木
）

 

午
前
９
時
30
分
か
ら

場
所 

川
越
南
公
民
館
講
座
室
1
号

 

（
ウ
ェ
ス
タ
川
越
内
）

事
務
局
職
員
人
事

新
職
員
紹
介

坂
本
清
孝 （
個
人
家
庭
業
務
担
当
）

 

【
平
成
30
年
8
月
1
日
付
】

異
動
職
員
紹
介

冨
田

　
勇 （
公
共
業
務
担
当
）

 
【
平
成
30
年
8
月
1
日
付
】

　

埼
玉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
新
し
い
愛
称
を
募
集

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
表

題
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。「
元

気
な
シ
ニ
ア
の
力
強
さ
や
、
意
欲

に
あ
ふ
れ
る
社
会
で
活
躍
す
る
姿

が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
ど
な
た
に
も

わ
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い

名
称
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

愛
称
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
パ
ワ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟

最
終
告
知
の
お
知
ら
せ
」
の

は
が
き
は

詐
欺
で
す
！

　

最
近
、「
法
務
省
管
轄
支
局　

国

民
訴
訟
お
客
様
管
理
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
身
に
覚
え
の

な
い
「
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟

最
終
告
知
の
お
知
ら
せ
」
と
い
う

保
護
シ
ー
ル
が
貼
付
さ
れ
た
は
が

き
が
送
ら
れ
て
き
た
と
い
う
事
例

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

請
求
名
目
は
「
消
費
料
金
」
と

い
っ
た
漠
然
と
し
た
も
の
に
な
っ
て

お
り
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
、
あ
る
い
は
商
品
を
購
入
し

た
こ
と
に
よ
る
請
求
で
あ
る
か
な

ど
、
具
体
的
な
請
求
根
拠
は
一
切

記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、は
が
き
に
は
「
訴
訟
」「
差

押
え
」
な
ど
と
書
い
て
あ
り
ま
す

が
、
放
置
し
て
も
民
事
訴
訟
に
移

行
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
慌
て

て
請
求
元
に
自
ら
電
話
を
す
る
こ

と
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
、
身
に
覚
え
の
な
い

不
審
な
は
が
き
が
送
ら
れ
て
き
た

ら
、
慌
て
ず
に
無
視
を
し
て
、
す

ぐ
に
警
察
ま
た
は
お
住
ま
い
の
市

区
町
村
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
若

し
く
は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
）

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

メ
ッ
シ
ュ
帽
が
新
し
く
な

り
ま
す
。
価
格
も
５
０
０
円
か

ら
９
０
０
円
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

シルバーかわごえ  119  2018.10.157



①
募
集
内
容

　

◎
俳
句　

◎
川
柳　

◎
短
歌

　

◎
絵
て
が
み　

◎
ス
ケ
ッ
チ

　

◎
写
真
（
２
Ｌ
以
下
）

　
（
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
）

　

◆
会
報
の
ご
意
見
も

②
締
切
日

　

◎
11
月
末
日　

郵
送
可

　  

1
月
発
行
号
に
ふ
さ
わ
し
い

作
品
を
募
集
し
ま
す

③
宛
先

　

セ
ン
タ
ー
内
広
報
委
員
会
宛

④ 

掲
載

　

可
能
な
限
り
掲
載
し
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
に
一
任
を
。

※
作
品
は
不
返
。
コ
ピ
ー
を
。

　

毎
日
の
生
活
で
欠
か
せ
な
い

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
今
回
紹

介
し
た
就
業
先
は
生
鮮
市
場
Ｔ
Ｏ

Ｐ
川
越
店
で
す
。
男
性
５
人
で
平

日
は
１
人
、
土
・
日
・
祝
祭
日
は

２
人
の
体
制
で
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
６
時
30
分
迄
、
駐
車
場
内
と

店
内
の
カ
ー
ト
及
び
か
ご
の
回

収
・
整
理
の
就
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
年
中
無
休
で
お
正
月
も
働
い

て
い
る
と
か
。

　

常
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨
拶
は
自

分
か
ら
。
言
葉
づ
か
い
に
は
特
に

気
を
つ
け
、
全
て
お
客
様
優
先
で

就
業
に
励
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

 

（
内
田
）

〈
南
５
班
〉
髙
瀨 

チ
エ
子

曼
珠
沙
華
小ち

さ
き
古
墳
の
黙
ふ
か
く

本
丸
の
空
の
茜
や
雁
の
頃

秋あ
き
す
だ
れ

簾
か
く
て
遊
女
の
住
み
し
町

舟
運
の
栄
え
し
城
下
水
の
秋

秋
寂
ぶ
と
羅
漢
の
な
い
し
ょ
話
か
な

俳
句

〈
南
５
班
〉
髙
瀨 

チ
エ
子

次
ぎ
〳
〵
と
釘
な
く
山
車
は
組
み
込
ま
れ

　
老
い
も
若
き
も
町
は
ひ
と
つ
に

祭
待
つ
軒の
き

端ば

揃ぞ
ろ

え
の
灯
あ
か
り
に

　
平
成
の
文
字
し
か
と
浮
き
く
る

短
歌

〈
高
階
４
班
〉　

渡
辺　

妙
子

細
字

〈
南
４
班
〉

斉
藤　

八
重
子

絵
て
が
み

〈
高
階
７
班
〉
宮
本 

秀
治

絵
画

川越まつり水辺のセイタカシギ

〈
山
田
３
班
〉
増
田　

栄
一

写
真

ヒガンバナ

〈
霞
ヶ
関
８
班
〉
野
口
信
夫

写
真
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